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学習遺伝子ネットワーク構築

●細野隆次

● 金沢大学医学部保健学科検査技術科学

〈研究の目的と進め方〉
学習に伴う記憶形成機構解明を目的として、C. elegans

を用い非連合学習行動解析法を確立する。それと並行し
て、既に分離されている行動異常株から学習行動変異株
を検索する（図）。また、cDNA マイクロアレーを利用し
て学習に伴って発現が変化する遺伝子を検索する（図）

分離された変異株があらゆる学習に共通して働くかを
異なる学習行動から解析する。特に、連合、非連合学習
から検討する。

〈研究開始時の研究計画〉
研究開始に先立って独自に開発した学習異常変異体分

離を予定していた。しかし、予期せぬことに、既に分離
されている行動異常にも学習異常が含まれていることを
発見した。そのためマイクロアレーを利用して系統的に
学習遺伝子同定を企画した。

〈研究期間の成果〉
分離された変異体の１株cn350 はosm-3遺伝子変異体で

あった。残り３遺伝子については遺伝子座を決定しつつ
ある。更に、既知遺伝子変異から gsp-2、nmr-1,gsp-2,
cmk-1、 unc-43 遺伝子を同定した(図)。

cDNA  マイクロアレーを用い学習に伴い多数の遺伝子
の発現が変化することをみいだした。そのうち８遺伝子
は共役的に発現が変化していた。８遺伝子のうちgtl-1と
cec-1遺伝子（図）について集中して解析した。gtl-1は新
規チャネルを、cec-1は転写因子をコードしていた。何れ
が変異して長期記憶（LTM）獲得が不能になった。従っ
て両遺伝子ともこれまで知られていない、LTM必須遺伝
子であると結論された。

〈国内外での成果の位置づけ〉
この分野は生命科学でも未開拓で研究者が限られてい

る。しかし、何人かの研究者から共同研究の提案があっ
た。そのうちA.M.Marick博士(Utah大,USA)とは具体的に
共同研究が進行しつつある。

〈達成できなかったこと、予想外の困難、その理由〉
非常に多くの学習行動異常変異体を分離できた、しか

し、遺伝子座決定に時間がかかり、多くの変異体遺伝子
座決定が進行中である。

〈今後の課題〉
既知遺伝子でも学習に働いていることを発見した。当

面はこれらを利用して、短期、長期記憶遺伝子ネットワ
ーク構築を試みる。

〈研究期間の全成果公表リスト〉
なし


